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はじめに 

日本と台湾は地理的に距離が近く、また歴史的に深い繋がりもあって毎年多くの日

本人が台湾を訪れている。海洋環境についてみると、フィリピン沖で発生した黒潮は、

台湾東部沖から沖縄を経て日本列島を挟みながら北上し、台湾に生育している海藻種

の多くが沖縄から四国、紀州、東海地方にかけて黒潮の影響を受ける海岸に生育して

いることが報告されている。このことは、日本沿岸域に生育する海藻類に海洋環境変

動が、どのような影響を及ぼすのか等を検討する際、台湾の研究情報は必須であると

言って良いだろう。 

大野正夫は台湾の海藻養殖と利用に関して最近の状況を報告しているが（大野 

2018）、台湾での海藻類の研究と産業活動の現状に関する情報を把握している日本の

関係者はそれほど多くないのが実際であろう。この背景には医学々工学分野はともか

く、台湾では水産養殖分野でも海藻類の研究者は魚介類の研究者に比べて非常に少な

いこと、日本では台湾を含む暖海域での海藻類に関心を持つ藻類研究者が多くないこ

となどが、日台間の藻類研究者交流機会を活発とは言い難い現状の要因かもしれない。 

また、台湾ではこれまで海藻を日常的に食べるということは、特定の地域（澎湖島な

どの離島）を除いてなかったことも、台湾人じしんが海藻に関心を払ってこなかった

ことも、その背景に有るだろう。一方で近年、海藻に含まれる成分に関する食品学や

薬学研究の発達により、フコイダンやラムナン硫酸と云った海産多糖類には様々な薬

理効果のあることが報告され、海藻は食材あるいは食品添加剤（寒天、アルギン酸、

カラゲーナン等）の原料としてだけでなく、薬理機能成分の原料として注目されるよ

うになっている。台湾でも海藻成分の薬理機能に関する研究は活発に行なわれており、

研究成果は既に産業化されて製品は台湾内だけでなく海外にも輸出されている（詹々

呉 2022; 呂他 2022）。また、ここ数年の COVID-19 による自己免疫力の重要性が

指摘されたことや海藻を多用する日本食が健康と關係があることなどが台湾でも紹

介され、台湾でも健康食材としての海藻の有効性が認識されるようになっている。現
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在、台湾では何処のデパート（百貨店）やスーパーマーケット（超商）でもノリ、ワ

カメ、コンブ（中国大陸あるいは韓国から輸入されたもの）が販売されており、台湾

内の全てのコンビニエンスストア（便利店）ではおにぎりや巻き寿司が売られている。

台北市内には免疫力向上を謳って海藻を使った料理を専門とするレストランもあり、

台湾人にとって海藻は珍しくない食材となっている。しかし、海藻のことを知ってい

るかと台湾人に訊ねても、言葉としては知っているが海藻には興味がない、食べたこ

とがないという人は少なくないことから、一般家庭では海藻は日常的食材として未だ

受け入れられてないことが窺われる。また、海藻の環境面への寄与に関して知ってい

る人は非常に少ない。このような背景は海藻に関する教育研究にも大きな影響を及ぼ

している。 

このような台湾での海藻に対する認識が変わりつつある現状を踏まえて、ここでは

海藻類研究者だけでなく海藻類産業関係者の日台間の交流に資することを目的に、台

湾の海藻類の研究と産業の現状について紹介してみたい。 

 

台湾海藻研究史簡介  

台湾の海藻類に関する研究について年代を基にて研究者とその業績を紹介したも

のとしては、J. E. Lewis (中国名〆柳芝蓮) and J. N. Norris (1987); 江永棉（1992）

の報告が最も詳しい。ここでは江永棉（台湾大学名誉教授）の報告を基に台湾の海藻

類研究を紹介する。しかし、彼の報告には取り上げられていないものもあり、補足し

て紹介したい。先ず年代的に明治以降の台湾併合から第二次世界大戦以前とそれ以降

とに分けて、海藻類研究者とその主な業績についてみると、台湾の海藻類に関する二

命名法に基づいた最初の報告は、G. von Martens（1866）であるとされている。し

かし、中国の文献にはこの報告以前に台湾の海藻に関するものがあるが、薬効を主と

した本草学的記載であることから上記の報告では取り上げられていない。したがって、

台湾の海藻に関する近代的学術的研究が始まったのは、台湾が日本政府の統治下にな

った時点からといっても過言ではない。 

この当時、台湾での最高学府は台北帝国大学であった。ここには理農学部があり、

正宗巌敬などの顕花植物を主対象とする研究者はいたが、隠花植物の海藻類を専門と

する研究者はいなかった。このため、台湾に生育する海藻類の情報は皆無と言っても

良い状態だったことから、日本本土からの研究者による生育々分類調査に主体が置か

れている。その代表的なものは、岡村金太郎博士によるテングサ類に関する報告

（1915a, b,1935)、北海道帝国大学の山田幸男教授と田中らの門下生による分類学
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的研究である。岡村の研究は、台湾の殖産に資するテングサなどに重点が置かれてい

ることは、台湾の殖産を重視した当時の情勢を想うと理解できよう。これに対して、

山田を中心とした海藻相調査は分類学研究が主であるが、これは台湾の殖産が軌道に

乗った後の時代に行なわれていることから、このような基礎的研究調査が可能だった

のだろうと思われる。山田らによる台湾の海藻に関する調査研究報告は 50 報を越え

るが、山田による台湾の海藻に関する研究については、「わが海藻研究五十年」を参

照されたい (山田 1979)。 

山田らの台湾の海藻に関する調査研究以外にも、同大学の猪野俊平博士による台湾

産ホンダワラ類の初期発生に関する研究は熱帯産ホンダワラ類の繁殖生態について

世界で最初の報告であり（猪野 1947）、時田郇博士の台湾アミ族で利用されている食

用海藻に関する報告は当時の台湾での海藻利用を知る上で貴重なものである（時田

1939）。 海藻（大型）ではないが、当時の台北帝国大学理農学部動物学講座の川口

四郎博士による造礁珊瑚の生態に関する研究は、珊瑚の共生藻に関する研究は世界的

にみても特記すべきものである。日本学術振興会は珊瑚礁に関する生物学的総合研究

を行う施設としてパラオ熱帯生物研究所を、第一次世界大戦後に日本の委任統治領に

なったパラオのコロール島に 1934 年に設置した。ここでは造礁サンゴだけでなくプ

ランクトンを含むサンゴ礁生態系に関する総合的な研究が、第二次世界大戦が激化す

るまで行なわれていた。川口はパラオ熱帯生物研究所でサンゴの細胞内に共生する単

細胞藻類 Zooxanthellae（褐虫藻、これは川口が名づけた）が渦鞭毛藻であることな

ど、造礁サンゴの生理生態に関する重要な知見を世界で始めて報告している（川口

1943）。第二次世界大戦後、川口は教授として岡山大学に移ったが、ここでも造礁サ

ンゴのみならず貝類の共生藻研究を続け、タマノミドリガイでの共生藻について重要

な発見をしている (Kawaguchi and Baba 1959) 。沿岸域の環境悪化に伴う赤潮や

貝類毒化が話題になる現在、その原因生物としての渦鞭毛藻の重要性を知る人は多い

と思われるが、戦前の日本で渦鞭毛藻のことを知る人は皆無であっただろうことを思

うと、川口の世界に先駆けた研究業績は実に大きなものであったかが分かる。 

第二次世界大戦後、共産党との内戦に敗れた国民党軍は中国大陸から台湾に移り、

蒋介石を首班とする国民党政権が台湾に成立した。これにより台北帝国大学は 1945

年 11 月 15 日に国民党によって接収、国立台湾大学（以下、台湾大と省略）に改称

された。この当時、藻類学を担当する研究者は台湾大にはいなかった。樊恭炬と江永

棉は台湾大植物系を卒業後、米国に渡り Papenfuss 教授（カリフォルニア大学）の

下で藻類学を学び、博士學位取得後は台湾に帰り台湾の藻類研究発展に大きな足跡を

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%94%E4%BB%BB%E7%B5%B1%E6%B2%BB%E9%A0%98
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残している。樊は中国広東省出身で、台湾に移住して台湾大学で植物学を専攻した。

彼は台湾大卒業後、台湾水産試験所に一時勤務したが米国に留学した。博士学位取得

後、中国広東省にある暨南大学で職を得たが、英国に移り研究を続け 1971 年に台湾

高雄市の中山大学に迎えられた。しかし、病に倒れ 1974 年不帰の人となった。この

ため彼の台湾の海藻に関する研究報告は多くないが、第二次世界大戦後の海藻研究者

がいない時期に台湾の海藻研究を行った功績は大きいものがある(樊 1943a, -b; 

1951、1952〇Shen and Fan 1950; 樊々李 1964)。 

一方、江永棉は台湾大卒業後、米国で Papenfuss に藻類学を学び博士学位取得後、

藻類学担当教授として台湾大に迎えられた。帰国後の江は台湾の藻類全般について分

類学的研究を進めただけでなく（Chiang 1960, 1962a、- b、1973a、-ｂ; Wang and 

Chiang 1994; Chou and Chiang 1981; Chiang and Chen 1982; Yang and 

Chiang 1982）、藻類の成分（Chou and Chiang 1976, 1977）、応用面ではとりわ

けアマノリ類の養殖技術開発に尽力している (Wang and Chiang 1977, 1979; 

Chiang and Chou 1977、1980; Chiang and Lin 1989)。また環境分野では水域生

態調査研究での藻類を指標とした水質判定の研究など多岐に渡っている(Huang et 

al. 1973〇黄々江 1986)。また、台湾の海藻の図譜、図鑑を出版するなど啓蒙活動に

も力を注いでいる（江他 1985、江々王〆1986 a、1986b、黃他 1990）。このよう

に、江が台湾大奉職中に著した論文は分類、植生、形態、発生、培養、養殖、成分分

析、環境評価など、その数は 100 報を越えている。また、指導した学生の陳忠信（台

湾海洋大学、病没）、李家維（清華大学）、周宏農（台灣大）、蘇恵美（水産試験所）、

廣淑芳（国立博物館）、呉俊宋（中央研究院）、陳伯中（中興大学）、王瑋龍（彰化師

範大学）、張睿昇（台湾海洋大学）らは行政、教育、研究などの分野で活躍して台湾

の藻類研究発展に貢献しているが、現在では李家維、王瑋龍、張睿昇以外は病没や退

職して現役から退いている。 

 

江永棉教授 
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このように、台湾の藻類研究に大きな足跡を残した江は、台湾大退職後も藻類研究

指導者として活躍していたが、その精力的活動が影響したのであろうか 2016 年に病

に倒れ幽界へ旅立った。 

第二次世界大戦後の国民党による台湾は統治により国民党政府は国防上の配慮か

ら政府が許可した海岸以外は、一般国民はもとより外国人の立ち入りを禁止した。こ

の規制が解除された 1987 年までの約 40 年間、ごく一部の関係者を除き台湾の海藻

調査は著しく困難であった。したがって、日本人が台湾に赴いて海藻の生育調査研究

をすることの困難さを想像するに難くない。このような中にあって、三重大学の谷口

森俊は台湾の海藻群落に関する報告は貴重なものである（谷口 1976）。1987 年の規

制解除後は、日本人による現地での海藻調査は制限無く行なえるようになり、吉崎誠

（東邦大学）がコナハダ類について（林綉美博士私信）、北山太樹（国立科学博物館）

は台湾北部基隆市の海藻類についての報告がある（Kitayama and Lin 2012）。それ

以外にも日本人による報告があると思われるが、著者等は寡聞にして知らない。 

国民党政府による海岸立ち入り規制は 1987 年に解除された。現在は政府が指定す

る特定の海岸（港湾、軍関係海岸、海洋公園、環境保全海岸など）以外では、台湾人、

外国人を問わず、誰でも政府機関や漁会（日本の漁業協同組合に相当)の許可を得な

くても海藻採取を行うことができる（採取した海藻を外国人が政府または研究機関の

許可無く台湾の外に持ち出すことは、未だ正式には認められていない）。この規制解

除はその後の台湾の大学の海洋生物学、水産学系学部々学科設置に大きな影響を及ぼ

している。これまで台湾では海洋生物を研究する学部々学科は台湾大学や台湾海洋大

学など少数の大学に限られていたが、この規制解除後は中興、中山、成功、台南、東

華、高雄科技、屏東科技、澎湖科技など、全国各地の国立々私立大学に海洋生物や養

殖研究の学部々学科が設置された。これら大学には台湾大の江の下で藻類学を学んだ

卒業生が就職して台湾の海藻に関する研究を行っている。当然のことであるが、これ

らの大学には海洋生物の利用加工に関する食品科学系学部も設置されており、台湾で

の水産養殖、水産加工、食品製造の発展に大きく貢献している。  

以上述べてきたように第二次大戦前の台湾の海藻に関しては、分類学的研究が主で

増養殖に関する研究は殆ど行なわれていない。台湾人研究者による台湾の海藻増養殖

研究は 1970 年代に江等によるアマノリ類の培養研究がその嚆矢であろう（Chiang 

and Chou 1977, 1980; Wang and Chiang 1977, 1979）。ただ、澎湖島の漁民達

が独自に 1960 年代に天然採苗によるノリ類の養殖を試みられている。人工採苗を基

にしたノリ養殖の技術開発は、1980 年代になって台湾水産試験所澎湖分場（現在の
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澎湖海洋生物研究中心）の蔡萬生を中心に始まった（蔡他 1988）蔡 2022）。現在、

ノリ類の養殖は澎湖島、金門島で行なわれているが、澎湖島では澎湖縣水産種苗生産

場が貝殻糸状体を作り、これをノリ養殖漁民に販売するというシステムが機能してノ

リ養殖が盛んで、ノリは同島の特産品となっている。ノリの他に養殖が盛んな海藻は

オゴノリである。オゴノリは台湾西部の台中県から台南県にかけて、魚介類の養殖に

使われていた池を使って養殖されており、生産されたオゴノリは台湾東北部に運ばれ

てトコブシ養殖の餌として利用されている（Kuan 1962、林 1979）。ノリとオゴノ

リは海面あるいは池を使った大規模養殖であるが、Sarcodia suae（海木耳）と

Caulerpa lentillifera（長莖葡萄藻）が小規模ではあるが台湾各地で水槽を使って養

殖されている。現在、台湾で養殖されている海藻は上に挙げたもの以外にも緑藻では

アオノリやアオサ類（Ulva prolifera、 U．prolifera、U. ohnoi）が、褐藻では

Sargassum spp.（馬尾藻）、紅藻では Sarcodia suae（海木耳）、Agardhiella subulata

（紅翎藻）、Asparagopsis taxiforium（海門冬、蘆筍藻）、Eucheuma serra（鋸齒

麒麟菜）、Kappaphycus arvarezii（麒麟菜）などが養殖されている。澎湖島では

Monostroma nitidum（礁膜、青海菜）の養殖試験が行われている（Chen et al. 2019）。 

 

研究機関 

1987 年に海岸立ち入り規制が解除された結果、中央政府の許可がなくても、これ

ら研究機関が直接、沿岸域の海洋生物の調査が可能になった。台湾の公的研究機関は

中央政府の行政院、地方政府（縣）に所属するものと大学である。中央政府所属の海

洋、水産に関する研究所は台湾水産試験所と国家海洋研究院である。前者は海洋調査、

資源解析、水産増養殖など、後者は生物多様性や海洋環境などの分野を主な研究対象

としている。台湾水産試験所は農業部漁業署に属する海洋と水産に関する中央研究組

織で、台湾北部の基隆市和平島に総所（本所）が置かれ、分所としての研究中心が台

湾内に６箇所ある。これら研究中心の中で藻類の研究を行なっているのは東港生技研

究中心、東部漁業生物研究中心、澎湖海漁業物研究中心の３研究中心である。国家海

洋研究院は行政院に所属する研究所で、台北市に本部が、高雄市に分院がある。本部

は台湾北部を中心とした海域を、高雄市のそれは台湾南部を中心とした海域を担当し

ている。これに対して、地方政府（県）の水産試験場（日本の県立水産試験場に相当）、

漁業々養殖に関する技術開発と支援、水産環境保全等の調査を行い、農業部漁業署の

水産行政の一端をを担っている。一方、この規制解除は、大学での海洋、水産分野の

教育研究を促す力となり、台湾大と台湾海洋大以外の大学にこの方面を教育研究する
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学部が設置された。海藻についてみると植生研究が制約なく行なえるようになり、台

湾全土の海藻の植生、分類、増養殖研究に大きな好影響を及ぼし、現在に至っている。 

 

大学 

台湾には大学は国、公、私を併せて 153 ある。この中で海洋生物、とりわけ水産

養殖を対象とした教育研究を行なっている主な大学は台湾大学と台湾海洋大学以外

では国立の中興、中山、成功、台南、東華の総合大学、屏東科技、高雄科技、澎湖科

技の科技大学、彰化師範大学と私立の中国文化大学、東海大学などである。このこと

から、台湾での海藻、あるいは藻類に関する高等教育機関が非常に少ないことが分か

ろう。以下、上記の大学での海藻類研究ついて紹介したい。 

国立台湾大学 

既に述べた様に第二次世界大戦以前の台北帝国大学理農学部には、正宗厳敬（作家

の正宗白鳥の弟、戦後は金沢大学勤務）が顕花植物の分類と地理分布を研究していた

ものの、藻類の研究者は 1945 年に帝国大学としての活動を終えるまで居なかった。

そのこともあってか、正宗博士と東大々理々植物の同窓生である山田（北海道帝国大

学、現北海道大学）が中心となって台湾の海藻調査を行なったのであろう。台北帝国

大学が国民党に接収されて国立台湾大学に改称後暫くして、アメリカで教育を受けた

樊恭炬、江永棉が台湾大教員として迎えられてから、台灣大での藻類の教育研究が本

格的に始まった。まず、樊、江は Jane E. Lewis (中国名〆柳芝蓮) 、James N. Norris

（彼らは Papenfuss 教授の指導を受けた）らと台湾の海藻について共同研究を行う

ことから始めた。樊が授退職後は江がその後任として藻類学を担当した。樊、江両教

授の下で藻類学を学んだ学生は卒業後、台湾の研究教育機関に就職して藻類の研究を

続け、その努力が今日の台湾における藻類研究の発達と藻藻産業の発展に繋がってい

ることは否めない。江教授の指導を受けた学生の中でも藻類の教育研究に活躍した者

の名を記すと、現役を退いた者では周宏農（台湾大）、蘇恵美（水産試験所）、黄淑芳

（台湾博物館）、陳忠信（台湾海洋大学）、呉俊宋（中央研究院）、陳伯中（中興大学）

等が挙げられる。この中の周宏農は薬学部出身だが修士課程で江の指導を受け、ホン

ダワラ類のアルギン酸に関する研究などで足跡を残している（Chou and Chiang 

1976、1977）。また、彼は台湾藻類學会現会長である。現役として活躍しているの

は林幸助（中興大学）、李家維（清華大学）、張睿昇（台湾海洋大学）、王瑋龍（彰化

師範大学）らである。残念なことに、江が退職後の台湾大には今日まで藻類の教育研

究を専門とする担当教員はいない。したがって、江が退職後は台湾大から藻類、とり
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わけ海藻に関する研究報告は出ていない。このことは台湾大が台湾の高等教育と研究

の中心大学であるだけに、台湾大に藻類研究者がいないことは台湾にとって非常に残

念なことである。    

国立台湾海洋大学 

台湾海洋大学（以下台湾海洋大と省略）で海藻の教育研究が行なわれるようになっ

たのは、台湾大の江が台湾大兼任で海洋植物学を担当してからである。江が台湾海洋

大教授辞任後、後任として彼の指導を受けた陳忠信が教授に迎えられたが、2005 年

執務中に倒れ不帰の人となった。陳は在職時に Jane E. Lewis（柳芝蓮）を米国から

台湾海洋大に招聘した。陳忠信や Lewis の指導を受けた林綉美は台湾海洋大で藻類分

類学を、徐振豐は澎湖科技大でそれぞれ教授として藻類繫殖学の教鞭を取っている 

(Lin 2009, 2012, Ｌin et al. 2018; 徐他 2011, Xie et al. 2015)。亡くなった陳忠

信の後任は、やはり台湾大で江の指導を受けた陳衍昌が藻類学担当教授として迎えら

れた。彼は台湾の藻類の株保存にバイオテクノロジーの考え方を導入するなど、先駆

的業績を残しているが、数年前に大学を退職した（Chen and Shih 2000）。彼の指

導を受けた李孟洲（藻類養殖学）、唐世杰（生物科技学）、康利國（海産微細藻類）は

台湾海洋大教授として、蕭斯欣（藻類培養）、李曼玲（生態学）は科学博物館で研究

員としてそれぞれ活躍している。 

分類、養殖といった分野とは異なるが、食品科学系では藻類の産生物を対象とした

研究が行なわれている。潘崇良は海藻多糖類分解、アルコール生産（王他 2012、Lin 

et al. 2020）、呉彰哲、林泓廷、林秀美の教授は海産多糖類の薬理効果（Lu et al. 2019, 

Chen et al. 2020、Chen et al. 2021, 2022、李他 2021) 、黄登福教授は有毒鞭毛

藻類の産製毒（黄々黄 2007）、黄倍安副教授は生理活性物質に関する研究を行ってい

る(Huang et al 2015a, 2015b）。上記の教授たちの指導を受けた学生の中で、海藻

を対象とした研究を行っている PD 学生は劉麗嘉（無節石灰藻類分類）、葉翰揚（ホ

ンダワラ類養殖）、黄怡明（ホンダワラ類繫殖生態）がいる。彼ら以外にも張睿昇副

教授の下で海藻の生態、養殖を研究している博士課程学生がいる。これからの台湾の

藻類学の発達に彼らの貢献が期待される。 

台湾海洋大には海藻の増養殖、機能性物質等を対象とした研究施設として「海洋中

心海洋生物培育館」がある。この施設は藻類の生態機能や薬理機能の重要性に着目し

た前学長の張清風教授の尽力により、台灣の財団法人旭日教育基金會（Rising Sun 

Education Foundation）の寄付を受けて建設されたもので、学内外を問わず藻類に

関心のある研究者や研究機関、一般企業に施設設備を開放している。この施設の責任
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者の張睿昇副教授は江の指導を受けた最後の学生で、台湾産有用海藻類の栽培研究と

その産業化を進めるとともに海藻の知識普及にも尽力している（Chang and 

Tseng 2010、張 2022、張他 2022）。 

 

海洋中心海洋生物培育館 

 

国立中山大学 

 この大学は台湾南部の高雄市にある８学部を有する総合大学で、その一つに海洋科

学部がある。藻類学は李玉玲、洪慶章教授が担当しており、李は台湾南海域の植物プ

ランクトンの生態について、洪は陳孟仙博士と共同して Sarcodia suae の大量養殖

研究を進めている。淡水産微細藻類の炭酸固定と生物燃料生産を研究をこれまで行っ

ていた李澤民特聘教授が、海藻によるブルーカーボンの研究を始めている。 

国立成功大学 

 この大学は台南市にある８学部を有する総合大学で、バイオテクノロジー学部では

海洋生物の繫殖生理、特に耐病性優良養殖魚の開發研究、魚類の病害に対する微細藻

類の有効性が陳逸民副教授を中心に行なわれている。ここでは養殖生物の初期餌料用

の微細藻類は培養されているものの、海藻研究者はいない。工学部の化工系では張嘉

修教授を中心に生物燃料開発研究と並行して台湾内の有用株の探索が行なわれてい

る (張 2022)。現在、張教授は東海大学転出したものの、有用株探索と系統保存は

継続している。 

国立澎湖科技大学 

この大学は海洋資源工学院を含む５学院（学部）から構成され、海洋資源工学院に

は水産養殖学系（学科）がある。ここでは台湾海洋大出身の徐振豐教授が藻類繫殖学

を担当している。徐はヒトエグサ、アオサ類やホンダワラ類の繫殖生態の研究だけで

なく、海藻食文化に関する研究も行っており、澎湖産有用海藻類について詳しい（徐
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他 2011a,b）。澎湖島には大学以外に水産係研究機関として行政院農業委員会水産試

験所澎湖海洋生物研究中心と澎湖縣水産種苗繫殖場があり、大学は教育と基礎研究、

澎湖海洋生物研究中心は技術開発研究、水産種苗繫殖場は技術実用化について、三者

が協力しながら海藻の増養殖、藻場造成、海洋環境保全事業を進めている。徐のもと

で藻類学を学んだ卒業生の周立進は国家海洋研究院研究員としてはホンダワラ類の

繫養殖技術開発研究と並行して台湾の離島、東沙島や太平島の海藻植生を研究してい

る（周、劉 2022）。陳禮弘はヒトエグサの繫殖生態の研究を、楊力橋は金門県職員と

してのコンブ、ノリの養殖研究を行なっている。 

国立高雄科技大学 

この大学は高雄市にあった国立高雄海洋科技大学を含む科学技術系３大学が統合

してできた大学で、９学部の一つに水圏学部がある。水圏学部は水産食品、水産養殖、

海洋生物科技の３学科から構成され、教員には台湾海洋大出身者が多い。この大学が

国立高雄海洋科技大学だった当時から蘇恵美博士（台湾水産研究所東港生技研究中心）

が藻類学を教えているが、藻類を専門とする研究者はいない。現在は董正釱教授の指

導の下、Singhania 副教授と曾義盛らが環境科学的視点から水質環境と海藻の生長特

性について研究している。この学部は留学生を積極的に受け入れており、東南アジア

からの留学生が多い。 

国立中興大学 

この大学は９学部を擁する総合大学で台中市にあり、農業暨自然資源学院水域生態

学研究所で江永棉台湾大教授の下で藻類学を学んだ林幸助が教授として海洋植物生

態学を担当している。林は海草群落の生物相と生態系について研究しており、研究室

の李承録、黄衍勳 林良瑾、載孝勳と離島の東沙環礁の海象植物相について調査研究

を行っている（林他 ２012）。 

国立彰化師範大学 

この大学は台湾南部の彰化市にある教員養成大学であるが、実体は総合大学である。

この大学の理學院生物系所（生物学科に相当）には台灣大の江の下で藻類学を学んだ

王瑋龍が海藻の研究を行っている。彼は台湾南部の海藻相の研究を進めると同時に応

用方面の研究も行なっているが（王 1995、王他 2015、2020、Zhan et al. 2022）、

現在は藻類の炭素固定能と再生エネルギーに関する研究を活発に行っている（王

2022）。彼は台湾藻類學会理事長（会長）でもあった。 

中国文化大学 

この大学は台湾は台北市にある私立の総合大学で、ここには海洋生物学系（学科相
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当）があって現在、国立彰化師範大学教授の王瑋龍が海洋植物を教えていた。王が彰

化師範大学に移ってからは、海藻研究は途絶えている。 

東海大学 

この大学は台湾は台中市にある私立の総合大学で、脳学部生物技術課程で海洋生物

を対象とした研究が行なわれていることから、初期餌料としての微細藻類の培養は行

なわれているものの、海藻研究者はいない。 

成功大学から張嘉修教授が赴任したことにより、今後、藻類研究の発展が期待される。 

その他の大学 

上に紹介した大学以外では、国立東華大学、国立屏東科技大学に海洋生物や水産養

殖を教える学部学科はあるが、藻類を専門とする研究者はいない。大学に準ずる高等

教育機関として技術学院の台北海洋科技大学は、台湾で唯一の海洋系学院であるが、

ここでの教育は海技、観光、貿易関連科目が主であり、海洋植物を教える課程はない。 

 

研究所 

 台湾の公的研究所は中央政府、地方政府の所属に分かれる。中央政府所属の海洋、

水産に関する研究所は台湾水産試験所と国家海洋研究院である。前者は水産などの応

用分野を、後者は生物多様性や海洋環境などの基礎科学的分野を主な研究対象として

いる。台湾水産試験所は農業部漁業署に属する海洋と水産に関する中央研究組織で、

台湾北部の基隆市和平島に総所（本所）が置かれ、分所としての研究中心が台湾内に

６箇所ある。これら研究中心の中で藻類の研究を行なっているのは東港生技研究中心、

東部漁業生物研究中心、澎湖海漁業物研究中心の３研究中心である。国家海洋研究院

は行政院に所属する研究所で、台北市に本部が、高雄市に分院がある。本部は台湾北

部を中心とした海域を、高雄市のそれは台湾南部を中心とした海域を担当している。

一方、地方政府（県）の水産試験場は日本の県立水産試験場に相当し、漁業々養殖に

関する技術開発と支援、水産環境保全等の調査を行っている。これらの研究機関は、

農業部漁業署の水産行政の一端をを担っている。 

農業委員会水産試験所本所 

本所は台湾の水産々海洋に関する中心的研究所で基隆市和平島に置かれて、海洋観

測、資源解析、水産生物利用に関する調査研究行なっている。海藻に関しては産生物

の機能性研究が主であるが (易他 2021、Fan et al. 2021)、Valonia aegagropila（法

嚢藻）の培養について研究している（李他 2021）。しかし、海藻の分類、生態、養殖

に関する研究は行なっていない。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E5%8C%97%E6%B5%B7%E6%B4%8B%E7%A7%91%E6%8A%80%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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この試験所の分所に相当する６箇所全ての研究中心では、魚介類の種苗生産に使用

する初期餌料用微細藻類に関する研究はしているものの (Lin et al 2019)、海藻の増

養殖に関する研究は東部漁業生物研究中心、東港養殖研究中心、澎湖漁業生物研究中

心だけである。 

東部海洋生物研究中心  

この研究中心は太平洋に面した台東市にあって、台湾の水産々海洋関係研究所とし

ては唯一、海洋深層水汲み上げ施設があり、海洋深層水を使っての魚介類や海藻の養

殖試験が行われている。海藻では Sarcodia suae、Caulerpa lentillifera、Agardhiella 

subulata の養殖技術開発研究を黄君毅研究員が担当して行なっている。ここでは一

般企業に海洋深層水の利用と養殖施設を開放していて、複数の企業が海洋深層水を使

って Caulerpa lentillifera、ヒラメ、エビが養殖されている。養殖されたものは病気

の発生もなく生長も良いとのことで、台湾各地で販売されていている。  

東港生技研究中心 

 この研究中心は台湾南部の屏東縣東港鎮にあって、漁業生物の中でもエビ類とハタ

類の養殖技術開発が主な研究課題でるが、養殖種苗生産の初期餌料に用いる微細藻類

の研究も並行して行なわれている。この背景には本稿の著者の一人、廖一久がこの研

究中心で世界で初めてウシエビ（草蝦、ブラックタイガー）の人工養殖を成功させた

ことがある。エビ類はノープリウス、ゾエア、ミシスと変態をしながら成エビになる

が、この変態期に適切な餌が与えられないとエビの養殖できない。この時に重要な餌

が微細藻類であり、台湾大の江の下で藻類学を学んだ蘇恵美研究員が、養殖用初期餌

料藻類の培養技術開発研究を担当した。この研究成果は蘇の博士學位論文として纏め

られている（蘇 1999）。蘇は紅藻 Sarcodia の養殖研究に取り組み、組織培養による

種苗生産と養殖技術を開発した。現在、この海藻は台湾全土で積極的に養殖が行なわ

れている。余談になるが、台湾海洋大の林綉美教授等はこの海藻が新種であるとして

彼女の業績を称え、この海藻の学名を Sarcodia suae として発表している

（Rodríguez-Prieto etal. 2016〇種小名の suae は蘇恵美（Su Hui-Mei）博士の名

前に由来する）。 

現在、この研究所には餌料微細藻類 Nannochloropsis 等の他に、Sarcodia suae、

Caulerpa lentillifera、Botryocladia leptopoda、Kappaphycus alvarezii のタンク

養殖が行われている。 

澎湖海洋生物研究中心 

この研究中心は台湾海峡の澎湖列島の澎湖島馬公市にあって、海藻増養殖技術開発
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（藻場造成を含む）、利用開發、藻場生態調査など、台湾水産研究所の中で海藻の研

究が最も活発に行なわれている。その理由として、澎湖列島は晩秋から初春に掛けて

北西風の影響を受けて海水温が 20℃以下に低下すること、地形が複雑であることか

ら台湾内でも海藻相が豊で、緑藻類 15 科 38 種、紅藻類 22 科 59 種、褐藻類 5 科

25 種、蘭藻類 3 科 3 種が生育している（呂 2013）。また、澎湖群島にはノリ、ヒト

エグサが自生しており、これらの養殖に適した遠浅の海岸が島内各地に見られ、白砂

湾ではノリ養殖が盛んで澎湖島の風物詩となっている。このような自然環境から、こ

の研究中心は他の研究中心とは異なり、澎湖水産試験分場として設立された当初から

海藻増養殖研究が蔡万生を中心に研究が行なわれていた。彼の退職後は冼宜楽が海藻

草類の繫殖研究を精力的に行っている（冼他 2011a、-b）。藻場々藻礁造成研究も精

力的に行なわれている。 

澎湖島には澎湖漁業生物研究中心の他に澎湖県水産種苗繫殖場立水産試験場、国立

澎湖科技大学があり、水産試験所の他の研究中心に比べて海藻の生態、増養殖研究が

活発である。これら研究機関で増養殖を目的に繫殖試験が行われている種は、Ulva 

compressa（虎苔、石髪）、Monostroma nitidum（礁膜、青海菜）、Ulva spp.（石

蓴）, Sargassum spp.（馬尾藻）、Neopyropia dentatata（長紫菜）Asparagopsis 

taxiforium（海門冬、蘆筍藻）、Agardhiella subulata（紅翎藻）、Sarcodia suae（海

木耳）、Eucheuma serra（鋸齒麒麟菜）、Phyllymenia huangiae（蜈蚣藻(已修正為

黃氏葉膜藻)、Caulerpa lentillifera（長莖葡萄蕨藻）、Botryocladia leptopoda （葡

萄藻）、Valonia aegagropila（法囊藻）など多岐にわたっている。 

海水養殖研究中心 

この研究中心は台中県鹿港鎮にあり、台湾でのオゴノリ繫殖研究を行っていたが今

は中断している。ここで開発されたオゴノリ繫殖技術が, 台中県や彰化県の養殖業者

に移転され（林 1979）、現在ではオゴノリ養殖はこの地域の重要産業になっている。

養殖されたオゴノリは台湾東部海岸（新北市、宜蘭県）のトコブシ養殖業者に送られ

れてトコブシ養殖餌料として使われている。 

県立水産試験場 

 台湾でも日本と同じように各県に水産試験場があり、各県の水産試験場では水産環

境調査、水産加工技術開發に加えて水産養殖試験が行われているが、海藻の増養殖研

究に力を入れているのは澎湖縣と金門県の水産試験場だけである。この背景には両県

とも台湾内有数の観光県で年間を通して多数の観光客が訪れ、観光客向けの海産土産

品として海藻に人気があることであろう。澎湖縣ではノリやヒトエグサの海藻産業が
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県の重要産業となっており、県内の澎湖科技大学と澎湖海洋生物研究中心の協力を得

て海藻の増養殖試験に熱心に取り組んでいる。現在は柯志鴻、陳世新技師らを中心に

ヒトエグサ、ワカメの養殖試験に取り組んでいる（Chen et al. 2019、柯他 20121）。

また、ホンダワラ群落造成用の種苗生産、Kappaphycus alvarezii, Sarcodia suae、

Caulerpa lentillifera の養殖も行なっている。金門県ではコンブとノリ養殖が行なわ

れている。この県も澎湖懸と同様に観光が重要産業であり、養殖したコンブ、ノリは

観光土産品として販売されている。ここでは楊力橋技師を中心にコンブ、ノリ以外に

Sarcodia suae、Caulerpa lentillifera の養殖試験が行われている。 

国立博物館 

 国立博物館には台湾大の江教授の学生だった黄淑芳博士が研究員として台湾の海

藻類の研究、啓蒙に大きな貢献をしている（黄 1989、1993、1998、2003、黄他

1990）。退職してしまった。黄の退職後、海藻担当の研究者はいない。 

国立海洋科技博物館 

 この博物館は基隆市に本館が、高雄市に分館がある。ここでの展示の一つに海洋生

物が紹介されているが、海藻の研究者はいない。 

国家海洋研究院 

 この研究院は高雄市にあり、台湾南部と離島の東沙列島、太平島の海洋生態、多様

性や環境保全の研究を行っており（周、劉 2022）、澎湖科技大学出身の周立進研究員

が海藻、ホンダワラ類の繫殖生態について研究している（周 2009）。 

 

まとめ 

 台湾の海藻についての知見は日本の統治以前は本草学的なものに過ぎなかったが、

学術的研究は統治後に始まった。当初は台湾の殖産に視点を置いた有用海藻の調査研

究だった。その後、植生や分類などの植物学的研究に移っていったものの、その主体

は日本人研究者であって台湾人ではなく、この状態は第二次世界大戦が終わるまで続

いた。第二次世界大戦後、アメリカで藻類学を学んだ樊恭炬と江永棉らが台灣大に迎

えられてから、台湾人による海藻研究が始まった。とりわけ、台湾の海藻研究への江

永棉の貢献は大きい。彼の業績をみると、台湾の海藻植生と生育種の調査研究に始ま

り、養殖技術開発、環境指標藻類の研究など多岐に渡っている。また、台灣大での教

育を通して多くの人材を世に送り出し、現在の台湾の教育、研究、産業分野で活躍し

ている人たちは海藻に関しては直接、間接を問わず江永棉の下で学んだ弟子の指導を

受けていることからも頷けるだろう。また、1987 年に政府による海岸立ち入り禁止
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措置解除により、海藻相や分類研究実施が容易になったことから、この 10 年程の間

に東沙海藻生態圖鑑（呉俊宗他 2015）、墾丁海藻圖鑑（王瑋龍他 2020）、南沙太平

島常見大型藻類圖鑑（周立進、劉少倫 2022）、台灣百種海洋生物ー大型海藻與海草（張

睿昇他 2022）海藻現職図鑑が出版されている。 

 

台湾の海藻図鑑 

 

広瀬弘幸は著書「藻類学総説」の中で日本における藻類学の発達について、藻類学

の研究者を時代別に（１）草分け時代の人々、（２）草分け時代の直流を受け継がれ

た人々、（３）現代最も若い世代の人々とに大別して、これを１世、２世、３世と呼

んでいる(広瀬 1965)。これに倣うと、台湾における海藻研究発達を時代別に見る

と、樊、江永棉両教授は草分け時代の１世に、両教授に直接指導を受けた黄淑芳、陳

忠信、蘇恵美、李家維、王瑋龍、張睿昇等は２世に、これら２世の指導を受けて現在

教授、副教授として活躍している林綉美、李孟洲、徐振豐等は３世に相当するだろう。

そして現在は、３世の下で学んだ学生の劉麗嘉（無節石灰藻分類）、葉翰揚（ホンダ
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ワラ類増養殖）、黄怡明（ホンダワラ類の繫殖生態）、周立進（ホンダワラ類の繫殖生

態）、黃君毅（有用海藻繫殖）、楊力橋（コンブ、ノリ養殖）らは、台湾各地の大学、

研究所で海藻研究の主力として活躍すしている。また、東京海洋大学で学んだ陳柏蒝

も台湾産キリンサイ類について研究している（陳 2020, 陳他 2022、Chen et al. 

2020）。彼らの今後の活躍が期待される。 

 台湾では大学で行なわれた研究の評価には、学術面だけでなく産業への展開と成果

が求められる。したがって、大学と産業界との関係は非常に強く、企業と共同して会

社を立ち上げて研究成果を事業化している大学教員も少なくない。現在、張嘉修、呉

哲彰教授らの食品学的研究成果の産業化が進んでおり、それに伴って藻類への関心も

深まり、藻類の培養や養殖を専門とする事業所が設立されている。その代表的な事業

所は台湾肥料股份有限公司、台湾中油股份有限公司であろう。前者では海洋深層水を、

後者では液化ガスの気化に用いた海水を使って海藻養殖をしている。また、日本クロ

レラ工業が微細藻類養殖場を設けて活動している。 
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